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近年における医療を取り巻く情報処理や画像処理の技術革新により、診断、治療における医

用画像診断装置の利用範囲は拡大しており、著しいイノベーションを引き起こしています。医

用画像診断装置の技術開発により低侵襲化、従来視覚化困難であった部位や現象の画像化が可

能になりつつあり、そこから新たな治療が生まれる可能性があります。これらの技術開発には

医工連携すなわち病院、大学、企業との連携体制の構築が必要ですが、米国における産学連携

の仕組みや組織と比較すると本邦ではまだまだ発展の余地が多いと言えるでしょう。本研究室

では病院における医療現場のニーズを、企業が保有している技術開発力や大学の基礎医学研究

能力に結び付けながら、常に新しい高度医療技術（特に医用画像診断装置）の開発に取り組ん

でいきます。 
現在、当研究室の主要な課題は、コントラスト剤を用いた心エコーによる心腔内血流イメー

ジングです。心腔内のコントラストバブルを Particle Image Velocimetry (PIV 法)という画像解析

手法を用いて心腔内血流を可視化しています。PIV 法は流体工学の分野で流体解析に用いられ

ている手法であり、これを医用画像に応用することによって、心腔内血流動態というこれまで

観察出来なかったものを観察することにより、心疾患の新たな病態解明の手段になればと考え

て研究を行っています。 
この新たな心エコーによる PIV 法を確立するためには動物実験が必要であり、大阪大学大学

院医学系研究科保健学専攻機能診断科学講座の中谷敏教授とともに基礎研究を行っています。 
さらにコントラスト剤を用いずにカラードプラ情報やスペックルパターンから得られる心筋

の移動情報から心腔内の血流を可視化することは、非侵襲という点で極めて重要な課題であり、

日立アロカメディカル社の Vector Flow Mapping 開発に協力している。 
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